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主催／宇佐市・宇佐市教育委員会・豊の国宇佐市塾 

後援／大分県・大分県民芸術文化祭実行委員会・NHK大分放送局 

OBS大分放送・TOSテレビ大分・OAB大分朝日放送 

 

色紙 「蟻臺上に餓えて月高し 横光」 （宇佐市所蔵） 

 

 

 

           （写真入れる） 



ご 

あ 

い 

さ 

つ 

 
横
光
利
一
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
横
光
利
一
俳
句
大
会
」
も
今
回
で
25
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
表
彰
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
再
び

制
限
な
し
の
本
来
の
姿
で
開
催
で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
の
応
募
総
数
は
６
９
９
１
句
、
一
般
の
部
が
１
７
０
３
句
、
中
学
生
以
下
の
部
が
５
２
８
８
句
、
応
募
人
数
は
２
４

６
７
人
で
、
一
般
応
募
が
３
６
３
人
、
中
学
生
以
下
が
２
１
０
４
人
で
し
た
。
団
体
応
募
は
県
内
外
の
小
・
中
・
高
等
学
校
計
42
校

か
ら
５
５
４
０
句
に
及
ぶ
作
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

応
募
総
数
、
応
募
人
数
、
団
体
応
募
す
べ
て
に
わ
た
り
、
全
国
か
ら
昨
年
並
み
の
ご
応
募
数
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
と
り
わ
け
、

昨
年
を
上
回
る
市
内
外
の
学
校
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

全
国
各
地
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
学
校
単
位
、
ク
ラ
ス
単
位
で
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ

ん
、
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

入
賞
句
の
選
考
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年
同
様
、
写
真
家
の
浅
井
愼
平
先
生
と
俳
人
の
野
中
亮
介
先
生
に
お
願
い
を
い
た
し
ま
し

た
。
両
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
忙
し
い
中
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
応
募
作
の
選
考
を
し
て
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

終
わ
り
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
多
幸
と
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
本
大
会
へ
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
５
年
12
月
９
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇
佐
市
長 

是
永 

修
治 
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第
二
十
五
回 

「
横
光
利
一
俳
句
大
会
」
表
彰
式 

 
式 
次 

第 

 

一
、
開
会 

一
、
主
催
者
あ
い
さ
つ 

一
、
表
彰
状
授
与
（
特
選
・
秀
作
・
当
日
句
） 

一
、
受
賞
の
こ
と
ば
（
入
賞
者
代
表
） 

一
、
講
評 

野
中
亮
介
氏
（
選
者
） 

一
、
閉
会 

※
閉
会
後
、
記
念
写
真
撮
影 
横 光 利 一 Riichi Yokomitsu （1898～1947） 

 宇佐出身の父・横光梅次郎と伊賀（現・三重県伊賀市）出身の母・こぎくとのあいだに、

父の仕事先であった福島県で生まれた（利一の本籍は生涯宇佐にあった）。 

 菊池寛に認められ、川端康成を紹介されて親友となる。新感覚派文学のリーダーとして、

昭和初期からめざましい活躍をし、昭和十年代には「文学の神様」と称された。 

代表作に「日輪」、「上海」、「機械」などがある。また、半生をかけて書き続けた未完の

大作「旅愁」の後半に主人公が故郷の九州を訪ねる場面があり、そこには宇佐の自然や人々

とのふれあいが描かれている。 

 友人・知人に俳人が多く、自らも熱心に句作をし、小説の中にも盛り込んだ。また、句

会「十日会」を主宰し、俳人の水原秋桜子や石田波郷らが参加したほか、門人の石塚友二

や清水基吉は、小説家のかたわら俳人としても活躍した。 

 １９９８年に生誕百年を迎え、伊賀市（三重）、世田谷区（東京）、宇佐市、鶴岡市（山

形）など、全国のゆかりの地であいついで記念事業が行われ、以来、各地の交流が続けら

れている。「横光利一俳句大会」も、宇佐市の生誕百年記念事業の一環として始められ、

生誕１２０年目にあたる 2018年の表彰式は、「国民文化祭おおいた 2018」の分野別事

業として、規模を拡大して実施した。 

■選者■ 

浅井愼平氏 昭和 12 年、愛知県生まれ。写真家・俳人。句集に『二十世紀最終汽笛』、

『あれから何処へ』などがある。平成 27年、西東三鬼賞（最優秀）受賞。 

野中亮介氏 昭和 33 年、福岡県生まれ。俳人。俳人協会理事。俳誌『花鶏』（あとり）主

宰。令和 3年、句集『つむぎうた』で第 60回俳人協会賞受賞。 
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第
二
十
五
回 

横
光
利
一
俳
句
大
会 

入
賞
作
品 

 

【
一
般
の
部
・
特
選
】 

九
句 

 

横
光
利
一
俳
句
賞 

 
 

聖
五
月
グ
ラ
ス
の
底
の
光
の
輪 

 
 

上
尾
ヤ
ス
子 

大
分
市 

大
分
県
知
事
賞 

 
 

ア
ト
リ
エ
に
兄
の
絵
い
ま
も
敗
戦
日 

 

岡 

汀
子 

三
木
町
（
香
川
） 

宇
佐
市
長
賞  

 
 

秋
天
は
大
き
テ
ー
ブ
ル
卓
布
干
す 

 
 

出
田
量
子 

長
崎
市 

宇
佐
市
教
育
長
賞 

 
 

風
花
や
教
室
と
い
ふ
宝
箱 

 
 

 

金
澤
諒
和 

大
分
市 

大
分
県
北
部
振
興
局
長
賞 
 

武
器
作
る
母
は
十
六
広
島
忌  

 
 

税
田
百
余 

大
牟
田
市 

宇
佐
市
民
図
書
館
協
議
会
長
賞 

邯
鄲
や
小
さ
き
鍵
も
て
開
く
る
家 

 
 

桑
野
英
子 

福
岡
市 

豊
の
国
宇
佐
市
塾
賞  

 

草
笛
や
一
兵
卒
で
あ
り
し
父  

 
 

高
野
ち
か
子 

大
分
市 

浅
井
愼
平
選
者
賞 

 
 

歪
み
た
る
ダ
リ
の
時
計
や
原
爆
忌 

 
 

豊
東
美
智
子 

大
分
市 

野
中
亮
介
選
者
賞 

 
 

風
花
や
相
手
の
い
な
い
糸
で
ん
わ 

 
 

平
田
素
子 

福
岡
市 
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【
中
学
生
以
下
の
部
・
特
選
】 

十
句 

 

横
光
利
一
俳
句
賞 

 
  

絵
日
記
に
打
ち
上
げ
花
火
残
し
け
り  

 

後
藤
陽 は

る

菜 な 

天
津
小
六
年 

大
分
県
知
事
賞  

 
  

草
笛
の
音
が
鳴
り
ひ
び
く
沖
縄
忌 

 
 

吉
良
一 か

ず

優 ま
さ 

大
在
小
五
年
（
大
分
市
） 

宇
佐
市
長
賞 

 
 

  

シ
ャ
ボ
ン
玉
遠
い
と
こ
ま
で
会
い
に
行
く 

 

吉
松
美
羽

み

う 

日
出
中
三
年
（
日
出
町
） 

宇
佐
市
議
会
議
長
賞 

 
  

夏
休
み
半
分
す
ぎ
て
終
戦
日  

 
 

佐
藤
誉 よ

し

仁 の
り 

大
在
小
五
年
（
大
分
市
） 

宇
佐
市
教
育
長
賞 

 
  

若
鷹
が
夏
に
去
り
逝
く
特
攻
機 

 
 

岩
永
彩
生

さ

き 

高
田
中
三
年
（
豊
後
高
田
市
） 

大
分
県
北
部
振
興
局
長
賞 

 

お
墓
参
り
入
道
雲
に
見
守
ら
れ 

 
 

利
光
絢 あ

や

華 か 

朝
日
中
三
年
（
別
府
市
） 

宇
佐
市
民
図
書
館
協
議
会
長
賞   

こ
の
秋
は
貴
人
の
た
め
に
紅
を
さ
す  

 

金
子
春
陽

う

ら

ら 

朝
日
中
三
年
（
別
府
市
） 

豊
の
国
宇
佐
市
塾
賞 
 

  

広
島
が
真
っ
赤
に
そ
ま
っ
た
夏
の
空  

 

永
松
絢 あ

や

香 か 

八
幡
小
五
年 

浅
井
愼
平
選
者
賞 

 
  

し
ゃ
き
し
ゃ
き
と
か
ん
で
だ
い
す
き
あ
ま
い
な
し 

大
和

や

ま

と

悠 ゆ

弦 づ
る 

深
見
小
一
年 

野
中
亮
介
選
者
賞 

 
 

太
鼓
の
音
人
が
輪
に
な
り
踊
る
夏 

 
 

井
本
健 け

ん

心 し
ん 

北
部
中
三
年 
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【
一
般
の
部
・
秀
作
】
四
十
九
句 

卒
業
や
昭
和
の
母
の
黒
羽
織 

 

天
野
眞
由
美 

福
岡
市 

竹
春
の
い
づ
れ
遺
品
と
な
る
手
紙 

有
宗
眞
弓 

 

別
府
市 

田
に
埋
ま
る
大
き
鳥
居
や
威
銃 

 

石
井
明
美 

 

津
久
見
市 

妹
に
よ
く
似
し
首
根
白
日
傘 

 

井
手
久
美
子 

北
九
州
市 

さ
や
け
し
や
旅
先
で
買
ふ
絵
蝋
燭 

井
上
寿
子 

 

直
方
市 

絵
日
記
の
朝
顔
ひ
ら
く
ま
で
緻
密 
岩
波
千
代
美 

大
分
市 

一
画
一
点
蛙
の
目
借
り
ど
き 

 

岩
橋
玲
子 

 

久
留
米
市 

木
槿
垣
働
く
靴
を
洗
ひ
け
り 
 

植
田
桂
子 

 
高
松
市 

真
清
水
を
飲
み
霊
山
に
入
る
覚
悟 

延
寿
寺
富
美 

北
九
州
市 

指
先
に
月
光
か
ら
め
髪
を
結
ふ 

 

岡
野
百
々 

 

大
分
市 

帰
省
子
の
真
っ
先
に
行
く
犬
の
墓 

奥
野
律
子 

 

宇
佐
市 

ス
テ
ー
キ
の
低
温
調
理
谷
崎
忌 

 

尾
﨑
加
代 

志
免
町
（
福
岡
） 

 

国
東
の
仏
の
加
護
や
稲
の
花 

 

押
谷 

隆 
 

別
府
市 

打
水
や
博
多
芸
妓
の
名
入
り
下
駄 

小
野
智
輔 

 

大
分
市 

で
で
虫
に
ゆ
つ
た
り
暮
ら
す
術
を
聞
く 

勝
浦
弘
子 

 

大
分
市 

ド
ロ
ッ
プ
の
味
が
し
ま
し
た
け
ふ
の
虹 

金
富
真
帆
呂 

大
分
市 

夏
帽
子
離
れ
し
母
の
匂
ひ
か
な 

 

神
田
友
恵 

 

津
久
見
市 

自
転
車
を
担
ぐ
少
年
天
高
し 

 

是
澤
勝
行 

 

津
久
見
市 

底
紅
や
血
筋
正
し
き
蔵
の
紋 

 

佐
藤
佳
津 

 

津
久
見
市 

地
吹
雪
や
死
神
の
息
に
あ
ら
が
へ
り 

清
水
利
章 

 

札
幌
市 

身
に
入
む
や
百
年
を
生
き
子
を
待
て
り 

首
藤
加
代 

 

大
分
市 

縁
故
と
は
あ
り
て
な
き
ご
と
夏
燕 

高
柳
和
弘 

 

大
分
市 

借
本
に
開
き
癖
あ
り
夏
の
風 

 

田
嶋
恵
子 

 

大
分
市 

麦
踏
ん
で
踏
ん
で
村
人
小
さ
く
老
ゆ 

立
花
眞
由
美 

豊
後
高
田
市 
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空
の
色
あ
の
日
と
同
じ
夾
竹
桃 

 

靏
田
紀
子 

 

宇
佐
市 

背
の
順
に
並
ぶ
縁
側
ソ
ー
ダ
水 

 

徳
永
啓
子 

 

福
岡
市 

黒
川
能
の
里
の
静
け
さ
稲
穂
波 

 

利
國
春
美 

 

高
松
市 

増
水
の
名
残
を
風
に
鵜
飼
舟 

 

戸
恒
東
人 

 

川
崎
市 

楊
貴
妃
て
ふ
緋
め
だ
か
を
飼
ひ
女
棲
む 

富
尾
和
惠 

 

大
分
市 

働
い
て
履
き
つ
ぶ
す
靴
雲
の
峰 

 

友
成
聖
子 

 

北
九
州
市 

春
の
駒
昨
日
よ
り
や
や
遠
く
ま
で 
中
川
和
美 

 

宇
治
市 

再
会
は
う
な
づ
き
て
足
る
合
歓
は
実
に 

並
川
友
子 

 

長
崎
市 

フ
レ
イ
ル
の
子
も
混
り
ゐ
て
野
に
遊
ぶ 

南
光
翠
峰 
河
内
長
野
市 

開
店
を
待
ち
し
床
屋
や
刈
田
道 

 

花
田
睦
生 

北
九
州
市 

子
蟷
螂
す
で
に
闘
士
の
影
を
も
つ 

羽
野
泰
子 

 

大
分
市 

地
下
蔵
の
戦
禍
逃
れ
し
ひ
な
人
形 

馬
場
美
江 

 

別
府
市 

カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
夜
店
の
林
檎
置
く 

久
田
浩
一
郎 

長
崎
市 

虫
の
音
の
一
抜
け
二
抜
け
夜
の
更
け
り 

平
田
は
つ
み 

杵
築
市 

明
易
や
胎
児
腹
蹴
り
名
を
待
て
り 

藤
井
彰
二 

 

福
山
市 

た
た
か
ひ
の
形
に
蟷
螂
生
ま
れ
け
り 

藤
原
弘
美 

 

北
九
州
市 

妻
の
忌
の
五
年
寝
か
せ
た
梅
酒
か
な 

渕
野
陽
鳥 

 

大
分
市 

下
校
児
の
傘
の
先
な
る
蛇
の
衣 

 

松
岡
由
美 

添
田
町
（
福
岡
） 

露
け
し
や
丘
の
果
て
ま
で
続
く
馬
柵 

緑
川
啓
子 

 

宇
都
宮
市 

陣
笠
の
鬨
の
声
あ
ぐ
梅
雨
茸 

 

村
上
君
代 

 

大
分
市 

か
な
か
な
や
考
と
選
び
し
庭
の
木
々 

矢
幡
秀
子 

 

筑
紫
野
市 

新
涼
や
日
本
列
島
少
し
伸
び 

 

吉
本
栄
子 

 

津
久
見
市 

強
風
の
小
枝
に
し
が
み
つ
き
し
蟬 

米
満
幹
子 

 

鹿
屋
市 

万
緑
や
砂
場
に
小
さ
き
八
面
山 

 

米
持
知
子 

 

宇
佐
市 

容
赦
な
く
西
日
わ
が
文
芸
部
室 

 

鷲
津
誠
次 

 

可
児
市 
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【
中
学
生
以
下
の
部
（
小
学
生
以
下
）・
秀
作
】
二
十
三
句 

田
ん
ぼ
の
色
緑
黄
色
に
変
わ
っ
て
い
く 

安
倍
柚 ゆ

ず

希 き 

佐
田
小
六
年 

滝
つ
ぼ
に
し
た
た
り
落
ち
る
滝
の
音 

池
田
悠 ゆ

う

真 ま 

大
在
小
四
年
（
大
分
市
） 

夏
祭
り
屋
台
の
前
で
花
火
見
る 

宇
留
嶋 

萌 も
え 

安
心
院
小
六
年 

先
生
が
少
し
太
っ
た
夏
休
み 

太
田
美
結

み

ゆ 

大
在
小
五
年
（
大
分
市
） 

夏
休
み
花
火
で
光
る
友
の
顔 

大
塚
瑠
美 
直
入
小
五
年(

竹
田
市) 

お
き
た
て
に
そ
父
母
の
お
き
ょ
う
夏
休
み 

大
屋
舗

お
お
や
し
き

実
乃
里

み

の

り 

南
院
内
小
三
年 

た
い
ふ
う
が
く
る
か
こ
な
い
か
ニ
ュ
ー
ス
み
る 

鹿
嶋 
縫 ぬ

い 
封
戸
小
一
年 

赤
と
ん
ぼ
お
じ
ぞ
う
様
の
手
に
止
ま
る 

キ
ム
花 は

夏 な 

豊
川
小
六
年 

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
な
ず
な
い
っ
ぱ
い
さ
ん
ぽ
道 

古
寺
愛
架

ま

な

か 

高
家
小
三
年 

カ
ブ
ト
ム
シ
太
陽
め
ざ
し
て
木
を
登
る 

小
松 

姫 

八
幡
小
六
年 

夏
休
み
原
爆
ド
ー
ム
ぼ
ろ
ぼ
ろ
だ 

米
谷
紘 ひ

ろ

翔 と 

四
日
市
北
小
五
年 

朝
顔
は
朝
一
番
に
目
覚
め
た
り 

坂
本
華
乃
音

か

の

ん 

宇
佐
小
六
年 

夏
祭
り
今
年
は
か
つ
ぐ
よ
み
こ
し
隊 

末
宗
侑
佳

ゆ

う

か 

北
馬
城
小
五
年 

 

は
じ
め
て
の
き
ょ
う
と
の
た
び
は
あ
つ
い
な 

副
島
悠
生

ゆ
う
せ
い 

柳
ヶ
浦
小
二
年 

ト
マ
ト
は
ね
上
か
ら
下
に
赤
く
な
る 

長
岡
琴
音

こ

と

ね 

高
家
小
三
年 

ひ
ば
く
者
の
伝
え
る
涙
夏
の
午
後 

中
園
こ
こ
ろ 

四
日
市
南
小
四
年 

合
わ
さ
っ
た
か
え
る
の
歌
と
雨
の
歌 

野
﨑
胡 く

る

実 み 

敷
戸
小
六
年
（
大
分
市
） 

ひ
ま
わ
り
が
見
上
げ
る
空
は
晴
れ
わ
た
り 

樋
口
蓮
人

れ

ん

と 

長
峰
小
三
年 

春
の
朝
さ
く
ら
が
ま
っ
て
新
学
期 

帆
足
昂
太 

戸
次
小
五
年
（
大
分
市
） 

か
あ
さ
ん
が
か
み
な
り
お
と
す
夏
休
み 

桃
田
清
士
朗 

院
内
北
部
小
三
年 

火
の
花
が
空
に
ち
る
ち
る
夏
の
夜 

山
口
ほ
の
か 

佐
田
小
三
年 

田
植
え
の
日
あ
し
が
ぬ
け
ず
ど
ろ
だ
ら
け 

和
田
瞳
子

と

う

こ 

西
馬
城
小
五
年 

せ
ん
ぷ
う
き
み
ん
な
が
そ
ば
で
立
ち
止
ま
る 

渡
邉
綾
音 

駅
館
小
五
年 
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【
中
学
生
以
下
の
部
（
中
学
生
）
・
秀
作
】
二
十
五
句 

雨
の
中
共
に
目
立
つ
は
紫
陽
花
か 

秋
吉
小
春 

大
分
中
三
年
（
大
分
市
） 

真
っ
黒
な
先
輩
の
楽
譜
夏
の
空 

安
倍
向 こ

夏 な
つ 

西
部
中
二
年 

自
転
車
で
く
だ
る
坂
道
夏
空
の
下 

池
田
小
遙 

駅
川
中
一
年 

赤
蜻
蛉
も
う
す
ぐ
秋
が
来
る
印 
岩
里
亜
緒

あ

お

彩 い 

朝
日
中
三
年
（
別
府
市
） 

炎
天
で
み
ん
な
で
追
っ
た
あ
の
白
球 

大
久
保
瑛
人

え

い

と 

駅
川
中
三
年 

夏
祭
り
一
緒
に
歩
い
て
結
ば
れ
る 

魚
返
響
介 
北
部
中
二
年 

夏
祭
幼
き
心
思
い
出
す 

折
山
珠 じ

ゅ

理 り 

日
出
中
三
年
（
日
出
町
） 

夏
が
き
た
入
道
雲
が
競
い
合
い 

河
野
恵
利 

宇
佐
中
二
年 

蚊
遣
火
に
腕
か
き
な
が
ら
火
を
つ
け
る 

小
池
将
人 

本
耶
馬
渓
中
三
年
（
中
津
市
） 

見
上
げ
る
と
唯
一
知
っ
た
オ
リ
オ
ン
座 

佐
藤
穂
乃
花 

日
出
中
三
年
（
日
出
町
） 

楽
し
み
は
色
あ
ざ
や
か
な
か
き
氷 

末
貞 

樹
い
つ
き 

宇
佐
中
一
年 

墓
参
り
影
な
い
人
間
横
通
る 

末
廣
來 こ

優 う 

高
田
中
三
年
（
豊
後
高
田
市
） 

夕
立
と
共
に
流
れ
る
こ
の
想
い 

末
松
明
紗

め

い

さ 

駅
川
中
二
年 

 

せ
み
さ
え
も
う
ご
け
な
く
な
る
木
影
か
ら 

都
留
康
平 

宇
佐
中
三
年 

暑
い
夏
汗
握
る
手
に
夢
い
っ
ぱ
い 

寺
越
利
生

り

い

き 

駅
川
中
一
年 

ひ
と
く
ち
め
甘
く
広
が
る
ソ
ー
ダ
と
笑
顔 

引
田
桃
子 

竹
中
中
三
年
（
大
分
市
） 

夏
休
み
ず
っ
と
ま
っ
て
た
物
語 

日
高
想
來

そ

ら 

駅
川
中
一
年 

入
道
雲
手
に
汗
に
ぎ
る
ホ
ー
ム
ラ
ン 

光
本
真 な

お

龍 た
つ 

北
部
中
三
年 

初
夏
の
風
水
面
に
映
る
金
閣
寺 

持
地
璃 り

央 お 

安
岐
中
三
年
（
国
東
市
） 

炎
天
の
庭
球
打
つ
音
鳴
り
響
く 

森 

久 く

織
旗

し

き 

宇
佐
中
三
年 

車
窓
か
ら
ひ
ま
わ
り
畑
あ
ふ
れ
る
夏 

森
木
桃
花 

千
歳
中
三
年
（
豊
後
大
野
市
） 

濃
い
虹
に
気
分
も
晴
れ
る
雨
あ
が
り 

矢
内
京
成

け
い
せ
い 

東
中
三
年
（
臼
杵
市
） 

夕
立
が
早
く
帰
れ
と
私
を
せ
か
す 

幸 

三
逢

み

お 

朝
日
中
三
年
（
別
府
市
） 

風
鈴
の
涼
む
音
さ
え
懐
か
し
く 

吉
田
美
玖 

駅
川
中
三
年 

白
い
雪
つ
も
っ
て
溶
け
て
道
と
な
る 

力
徳
み
ず
き 

院
内
中
三
年 
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【
一
般
の
部
・
佳
作
】
百
五
十
句 

青
春
を
語
り
明
か
せ
し
黴
の
寮 

 

相
川
正
敏 

 

佐
世
保
市 

波
乗
り
や
水
の
地
球
を
ひ
と
り
じ
め 

 

赤
尾
美
津
江 

太
田
市 

伸
び
る
こ
と
枯
れ
る
こ
と
な
く
聖
樹
か
な 

安
藝
達
也 

 

鳴
門
市 

白
靴
や
過
去
を
吹
つ
切
る
一
人
旅 

 

荒
井
浩
子 

 

知
立
市
（
愛
知
） 

古
び
た
る
介
護
日
記
や
秋
と
も
し 

 

有
川
絹
江 

 

西
海
市 

カ
ン
ナ
燃
ゆ
欲
し
き
詩
心
恋
心 

 

池
田
す
み
子 

福
岡
市 

寄
鍋
や
母
の
小
鬢
に
遊
ぶ
白 

 
 

石
川 

毅 
 

大
津
市 

長
靴
の
農
高
野
球
部
雪
を
掻
く 

 

石
川 

昇 
 

世
田
谷
区 

並
走
の
馬
の
調
教
風
光
る 

 
 

石
橋
康
徳 

 

府
中
町
（
広
島
） 

掌
を
翳
す
猫
背
の
焚
火
か
な 

 
 

伊
勢
史
朗 

 

練
馬
区 

芒
摘
む
母
に
出
会
い
し
帰
り
道 
 

井
田
由
紀 

 
大
分
市 

夫
の
忌
や
吾
の
み
に
射
す
月
あ
か
り 

 

市
ヶ
谷
洋
子 

大
分
市 

古
里
を
夜
汽
車
で
過
ぐ
る
寒
の
月 

 

伊
東
淳
子 

 

大
分
市 

ふ
る
さ
と
は
今
も
も
も
色
桃
の
花 

 

糸
永
悦
子 

 

別
府
市 

拾
は
ん
と
し
て
落
蝉
に
鳴
か
れ
け
り 

 

井
上
次
雄 

 

草
津
市 

秋
灯
下
会
話
ひ
そ
か
に
続
き
を
り 

 

今
村
悦
子 

 

大
分
市 

ほ
つ
と
月
あ
る
縁
側
の
真
正
面 

 

今
村
七
栄 

 

宇
佐
市 

う
な
ぎ
供
養
少
し
は
な
れ
て
網
を
う
つ 

 

岩
崎
和
男 

 

太
田
市 

 

新
盆
や
子
の
手
助
け
に
支
へ
ら
れ 

 

岩
本
文
子 

 

津
久
見
市 

人
体
模
型
眠
ら
せ
て
夜
の
薔
薇 

 

植
田
也
風 

 

文
京
区 

手
を
挙
げ
て
止
む
る
村
バ
ス
合
歓
の
花  

臼
木
す
な
え 

上
毛
町
（
福
岡
） 

散
紅
葉
雨
の
中
な
る
ワ
イ
ナ
リ
ー 

 

遠
入
美
津
子 

中
津
市 

葉
鶏
頭
昭
和
名
残
の
つ
る
べ
井
戸 

 

大
北
広
海 

 

東
大
阪
市 

老
優
の
科
白
一
行
寒
昴 

 
 

太
田
通
子 

 

太
田
市 

母
許
へ
釣
瓶
落
し
の
坂
急
ぐ 

 
 

岡
嶋 

明 
 

宇
佐
市 

鯛
焼
き
の
餡
に
舌
焼
く
夜
寒
か
な 

 

尾
形
康
子 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

月
明
の
窓
に
並
び
し
試
験
管 

 
 

岡
本
廣
子 

 

久
留
米
市 

父
の
よ
こ
座
る
嬉
し
さ
か
き
氷 

 

小
川
恵
子 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

身
勝
手
な
振
舞
の
無
き
蟻
の
列 

 

小
河
旬
文 

 

大
府
市 

踊
り
の
輪
入
れ
ば
た
ち
ま
ち
別
の
貌 

 

尾
﨑
陽
子 

 

宇
佐
市 

水
口
に
朽
ち
た
る
御
幣
厄
日
過
ぐ 

 

小
野
澄
子 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

汗
落
ち
て
我
が
手
の
し
わ
を
凝
視
す
る  

小
野
眞
知
子 

宇
佐
市 

星
祭
水
玉
ゆ
る
る
ワ
ン
ピ
ー
ス 

 

小
野
瑞
季 

 

由
布
市 

岩
崖
の
松
の
迫
り
出
す
十
三
夜 

 

尾
平
貴
子 

 

杵
築
市 

米
び
つ
は
米
で
満
た
し
て
今
日
の
月 

 

折
田
祐
美
子 

滑
川
市 

熊
狩
り
の
勢
子
ら
も
犬
も
勇
み
立
つ 

 

貝
田
ひ
で
を 

八
代
市 
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子
に
見
え
て
我
に
見
え
ざ
る
春
の
虹 

 

垣
花
千
春 

 

仙
台
市 

夏
草
や
風
の
行
方
を
知
ら
ぬ
ま
ま 

 

賀
来
敦
子 

 

中
津
市 

地
下
鉄
に
栞
を
拾
ふ
冬
怒
涛 

 
 

花
月
大
師 

 

板
橋
区 

待
ち
合
わ
せ
場
所
に
人
来
ぬ
原
爆
忌 

 

景
山
典
子 

 

さ
ぬ
き
市 

寒
蟬
鳴
く
砲
台
跡
は
無
人
島 

 
 

柏
木
正
則 

 

東
大
阪
市 

牧
牛
の
涎
一
筋
萩
の
花 

 
 

加
藤
久
子 

 

東
海
市 

妹
は
小
さ
い
カ
ッ
プ
氷
水 

 
 

金
子
歩
美 

 

東
吾
妻
町
（
群
馬
） 

秋
簾
外
し
磯
の
香
磯
の
風 

 
 

河
野
二
三
華 

宇
佐
市 

待
宵
や
ま
だ
恋
人
と
呼
べ
ぬ
ひ
と 

 

岸
本
恵
美 

 

大
分
市 

昭
和
の
日
糊
を
効
か
せ
し
割
烹
着 

 
北
村
隆
子 

 

高
松
市 

尺
八
を
聞
き
蜘
蛛
そ
ろ
り
行
き
に
け
り 

 

貴
田
雄
介 

 

熊
本
市 

山
奥
の
里
は
夏
炉
に
川
魚 

 
 

草
野
金
子 

 
名
古
屋
市 

流
星
や
鼻
緒
古
り
た
る
母
の
下
駄 

 

楠
本
シ
ヲ
リ 

西
海
市 

寝
か
す
子
に
寝
か
さ
れ
し
宵
合
歓
の
花 

 

楠
本
良
子 

 

西
海
市 

も
う
棲
ま
ぬ
家
の
鬱
蒼
隠
れ
柚
子 

 

窪
田
ま
す
み 

横
浜
市 

蝉
時
雨
私
の
朝
の
始
ま
り
だ 

 
 

黒
木
ア
ー
ス
リ
ー 

中
津
市
（
高
二
） 

卒
業
す
写
真
の
中
の
面
皰
顔 

 
 

香
西
富
美
子 

高
松
市 

赤
信
号
点
き
つ
放
し
の
虫
の
闇 

 

古
寺
周
一 

 

宇
佐
市 

星
月
夜
手
も
繋
げ
な
い
君
と
い
る 

 

後
藤
明
彦 

 

宇
佐
市 

我
も
ま
た
過
客
な
り
け
り
天
の
川 

 

後
藤
美
子 

 

臼
杵
市 

鈴
虫
が
月
と
会
話
を
す
る
よ
う
に 

 

木
幡
忠
文 

 

足
立
区 

宵
闇
の
灯
の
当
た
り
た
る
寺
の
門 

 
 

小
林
弥
生 

 

桑
名
市 

正
論
は
つ
ま
ら
ぬ
も
の
よ
暖
炉
燃
ゆ 

 

斉
藤
浩
美 

 

東
海
市 

き
の
ふ
け
ふ
葉
擦
れ
に
わ
か
や
秋
た
ち
ぬ 

堺 

久
子 

 

札
幌
市 

秋
茜
伝
え
た
き
事
一
つ
あ
り 

 
 

榊
原
妙
子 

 

大
分
市 

庭
畑
の
畦
の
間
に
間
に
濁
り
鮒 

 

坂
本
真
二 

 

宇
土
市 

盆
僧
の
草
履
脱
け
た
る
交
差
点 

 

首
藤
恵
子 

 

別
府
市 

く
ち
な
し
の
便
り
届
き
し
朝
は
雨 

 

菅
尾
雅
江 

 

沼
津
市 

ぴ
し
ぴ
し
と
燐
寸
の
擦
れ
て
卒
園
す 

 

杉
山
ひ
か
り 

日
田
市 

熊
よ
け
の
鈴
が
前
行
く
夏
木
立 

 

関
谷
初
江 

 

前
橋
市 

連
射
式
し
ゃ
ぼ
ん
玉
飛
ぶ
終
戦
日 

 

高
橋
和
美 

 

豊
後
高
田
市 

真
つ
新
な
朝
が
ゆ
つ
く
り
蓮
の
池 

 

竹
下
百
合
子 

大
分
市 

万
歩
計
外
し
て
尾
瀬
の
夏
は
じ
め 

 

竹
浪
誠
也 

 

鶴
田
町
（
青
森
） 

水
指
は
萩
焼
と
き
め
風
炉
支
度 

 

田
長
丸
桂
子 

中
津
市 

汗
一
条
母
の
遺
骨
を
拾
ひ
け
り 

 

田
中
龍
太 

 

佐
々
町
（
長
崎
） 

テ
ン
ト
張
る
舫
ひ
結
び
や
秋
の
山 

 

茶
園
美
由
記 

福
岡
市 

八
月
の
国
境
金
継
ぎ
で
埋
め
る 

 

千
綿
宏
子 

 

古
賀
市 

待
ち
人
の
来
れ
ば
日
傘
を
閉
ぢ
に
け
り  

塚
本
治
彦 

 

茅
ヶ
崎
市 



 - 10 - 

黴
の
軸
よ
り
若
冲
の
鶏
叫
ぶ 

 
 

辻 

基
倫
子 

甲
府
市 

山
霧
や
湯
宿
に
掛
か
る
古
提
灯 

 

堤 

節
子 

 

別
府
市 

箸
置
き
に
結
び
の
草
や
月
の
宴 

 

霍
野
廣
由 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

鬼
灯
の
土
よ
り
赤
を
も
ら
ひ
け
り 

 

樋
園
和
仁 

 

別
府
市 

夕
焼
や
明
日
あ
る
こ
と
を
う
た
が
は
ず 

 

遠
見
百
合
子 

津
久
見
市 

水
澄
み
て
一
枚
岩
を
足
の
裏 

 
 

徳
永
め
ぐ
み 

福
岡
市 

敗
戦
忌
路
地
に
脱
け
道
な
か
り
け
り 

 

富
川
元
女 

 

大
分
市 

古
本
の
嵩
に
躓
く
夜
長
か
な 

 
 

冨
田 

忍 
 

東
大
阪
市 

麦
秋
や
宇
佐
の
疎
水
の
水
え
く
ぼ 

 

冨
田
湖
人 

 

津
久
見
市 

清
流
に
弾
む
子
の
声
夏
旺
ん 

 
 

内
藤
節
子 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

画
仙
紙
の
墨
色
淡
し
余
花
の
雨 

 

中
川
冨
美
子 

大
阪
市 

右
の
手
に
輪
ゴ
ム
の
跡
や
盆
用
意 
 

中
川
靖
子 

 
東
大
阪
市 

陽
当
た
り
て
木
犀
香
る
京
の
路
地 

 

中
川
雄
策 

 

大
磯
町
（
神
奈
川
） 

両
の
掌
に
つ
つ
む
宝
や
蕾
蓮 
 

 

中
島
す
み 

 

出
雲
市 

雨
に
宿
る
蛍
袋
の
う
す
あ
か
り 

 

中
島
幸
子 

 

高
崎
市 

露
草
や
絵
に
も
雫
を
描
き
足
せ
り 

 

永
田
久
美
子 

大
分
市 

天
高
し
ト
タ
ン
鳴
ら
し
て
木
の
実
降
る 

 

永
田
健
志 

 

熊
本
市 

水
の
輪
を
重
ね
て
恋
の
水
す
ま
し 

 

中
野
清
彦 

 

伊
豆
市 

稲
光
う
つ
つ
に
戻
る
母
の
刻 

 
 

永
野
ひ
と
み 

北
九
州
市 

秘
め
ご
と
を
蛍
袋
に
つ
ぶ
や
き
ぬ 

 

永
松
悦
子 

 

宇
佐
市 

図
書
館
の
高
き
天
井
菊
日
和 

 
 

中
山
恵
美
子 

上
毛
町
（
福
岡
） 

秋
祭
父
は
屋
号
で
呼
ば
れ
け
り 

 

長
山
香
織 

 

横
浜
市 

侘
し
さ
の
闇
を
紛
ら
す
虫
の
声 

 

中
矢
泰
之 

 

横
浜
市 

兵
た
り
し
日
々
は
悪
か
と
蝉
が
鳴
く 

 

野
上 

卓 
 

世
田
谷
区 

耕
す
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
埋
ま
る
丘 

 

羽
住
博
之 

 

江
戸
川
区 

秋
立
つ
や
色
鉛
筆
の
百
削
る 

 
 

浜
田
淳
江 

 

高
槻
市 

噴
水
の
五
段
活
用
ま
だ
未
然 

 
 

林 

正
子 

 

朝
倉
市 

拓
本
の
漢
詩
解
読
二
月
尽 

 
 

原
田
伸
介 

 

杉
並
区 

祖
母
の
見
た
終
戦
の
夏
空
の
色 

 

原
田
善
二
郎 

宇
佐
市 

麦
秋
や
は
る
か
雲
お
く
豊
後
富
士 

 

飯
田
勢
津
子 

上
毛
町
（
福
岡
） 

か
な
ぶ
ん
の
逆
上
が
り
し
て
飛
び
立
ち
ぬ 

樋
田
征
子 

 

宇
佐
市 

気
か
付
け
ば
今
朝
は
蝉
の
声
聞
こ
え
な
い 

平
田
崇
英 

 

宇
佐
市 

河
童
忌
や
マ
ロ
ニ
エ
の
葉
に
雨
の
打
つ  

深
草
秀
昭 

 

大
分
市 

蟷
螂
の
反
身
の
ま
ま
に
枯
れ
に
け
り 

 

福
田
仁
子 

 

横
浜
市 

扇
風
機
の
前
に
ど
つ
か
と
母
お
は
す 

 

福
山
レ
イ
子 

東
大
阪
市 

朝
ま
だ
き
玻
璃
を
ふ
る
は
す
草
ひ
ば
り  

藤
井
如
月 

 

井
原
市 

お
そ
ら
く
は
捥
が
れ
ぬ
柿
の
赤
さ
か
な  

藤
﨑
由
希
子 

宗
像
市 

反
戦
歌
流
る
る
広
場
花
ユ
ッ
カ 

 

藤
目
ひ
と
み 

高
松
市 
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木
の
椀
に
残
る
土
の
香
と
ろ
ろ
飯 

 

藤
本
正
吾 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
蜘
蛛
は
戦
後
の
糸
を
吐
き 

船
山
洋
一 

 

岩
沼
市 

カ
ル
ピ
ス
に
昔
あ
り
け
り
夏
の
雲 

 

古
川
み
つ
よ 

津
久
見
市 

手
の
平
を
反
す
踊
り
や
夕
明
り 

 

古
瀬
道
子 

 

横
浜
市 

蛍
飛
ぶ
絵
本
売
り
場
の
低
き
棚 

 

穂
苅
真
泉 

 

安
曇
野
市 

汗
流
し
と
ん
ぼ
と
歩
く
山
の
道 

 

本
間
な
つ
め 

松
戸
市(

高
三) 

父
の
日
の
父
の
顔
か
ら
出
る
手
足 

 

牧
野
桂
一 

 

大
分
市 

鯛
焼
き
を
両
ポ
ケ
ッ
ト
に
ペ
ダ
ル
漕
ぎ 

 

増
永
美
香 

 

北
九
州
市 

活
け
ら
れ
て
野
の
風
を
呼
ぶ
吾
亦
紅 

 

松
田
な
ご
み 

千
葉
市 

柚
子
の
香
の
立
ち
の
ぼ
り
た
る
風
の
音 

 
松
本
己
代
子 

中
津
市 

登
高
や
利
一
の
丘
で
に
ぎ
り
め
し 

 

松
本
公
節 

 

宇
佐
市 

軍
歌
聞
こ
ゆ
男
や
も
め
の
寒
厨 
 

水
上
貞
子 

 
越
前
市 

つ
く
つ
く
し
我
家
に
あ
り
し
風
の
道 

 

水
﨑
ハ
ル
子 

福
岡
市 

故
郷
よ
り
戻
る
晩
夏
の
四
畳
半 

 

光
安
弘
子 

 

糟
屋
町
（
福
岡
） 

ふ
る
さ
と
の
訛
飛
び
交
ふ
花
見
会 

 

宮
野
和
子 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

山
水
は
田
水
と
な
り
て
桐
の
花 

 

森 
 

篤 
 

西
海
市 

初
鴉
宇
佐
八
幡
の
勅
使
道 

 
 

矢
川
美
枝
子 

大
分
市 

山
百
合
の
笑
顔
の
如
く
開
き
け
り 

 

矢
川
満
信 

 

大
分
市 

春
立
つ
や
鬼
へ
の
豆
が
残
る
庭 

 

薬
師
寺
武
信 

津
久
見
市 

芽
吹
く
日
の
音
が
す
る
な
り
種
袋 

 

安
枝
俊
子 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

落
雁
の
声
頻
り
な
る
湖
の
暮 

 
 

安
田
薫
子 

 

大
田
原
市 

魏
志
倭
人
通
ひ
し
岬
い
わ
し
雲 

 

山
内
利
男 

 

福
知
山
市 

朽
ち
果
て
蟻
に
引
か
る
る
午
後
緩
し 

 

山
島
美
紀 

 

伊
賀
市 

夏
炉
と
も
別
れ
踏
み
出
す
夜
明
け
前 

 

山
田
雅
弘 

 

岩
倉
市 

時
流
れ
旅
愁
の
文
の
冬
薔
薇 

 
 

山
辺
さ
ち
こ 

苫
小
牧
市 

月
見
草
探
し
て
朝
の
ま
わ
り
道 

 

山
村
康
子 

 

大
分
市 

教
会
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
夏
の
朝 

 

山
本 

亨 
 

前
橋
市 

新
米
に
よ
ろ
こ
び
の
手
を
溺
れ
さ
す 

 

山
本
千
代
子 

練
馬
区 

空
籠
に
と
ま
る
秋
津
や
御
勝
山 

 

山
本
裕
之 

 

大
阪
市 

獄
窓
に
切
り
と
ら
れ
た
る
冬
の
海 

 

楊 

明
枳 

 

甲
府
市 

さ
ん
ま
焼
き
焼
い
た
香
り
が
秋
を
呼
ぶ  

横
川
莉
菜 

 

中
津
市
（
高
二
） 

で
で
む
し
に
で
で
む
し
進
路
ゆ
づ
り
け
り 

横
田
青
天
子 

今
治
市 

見
上
げ
れ
ば
雪
の
妖
精
舞
い
降
り
る 

 

吉
井
葵
音 

 

中
津
市
（
高
二
） 

裏
木
戸
に
水
の
匂
ひ
の
青
田
風 

 

𠮷
浦
百
合
子 

周
南
市 

新
涼
と
共
に
訪
問
医
師
来
た
る 

 

吉
賀
京
子 

 

臼
杵
市 

語
部
の
声
の
と
ぎ
澄
む
原
爆
忌 

 

吉
原
多
佳
子 

岡
山
市 

天
高
し
快
気
祝
ひ
の
住
所
録 

 
 

脇
坂
さ
ゆ
り 

新
宮
町
（
福
岡
） 

あ
た
た
か
や
木
工
用
の
ビ
ス
を
買
ひ 

 

和
田 

康 
 

奈
良
市 
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【
中
学
生
以
下
の
部
・
佳
作
（
小
学
生
）】
二
十
二
句 

青
空
を
プ
ー
ル
み
た
い
に
お
よ
い
で
い
る 

安
部
直
樹 

安
心
院
小
五
年 

言
葉
と
は
人
き
ず
つ
け
る
原
ば
く
き 

今
川
康
弘 

大
在
小
四
年
（
大
分
市
） 

砂
浜
に
楽
し
く
響
く
ス
イ
カ
割
り 

上
田
心
優 

宇
佐
小
六
年 

あ
つ
い
な
つ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
ふ
じ
を
み
る 

梅
原
翠
仁 

日
隈
小
二
年
（
日
田
市
） 

と
も
だ
ち
と
ば
っ
た
り
あ
っ
た
な
つ
ま
つ
り 

江
藤
杏
奈 

八
幡
小
三
年 

セ
ミ
と
り
を
ま
い
に
ち
や
っ
て
も
う
あ
き
た 

江
藤
誠
真 

駅
館
小
一
年 

暁
の
紺
朝
顔
と
星
一
つ 
亀
井
玲
奈 

豊
川
小
四
年 

終
戦
日
国
と
国
と
が
仲
直
り 
小
浜
來
喜 

大
在
小
四
年
（
大
分
市
） 

墓
参
り
家
族
総
出
で
屋
形
船 

坂
本
野
乃
華 

宇
佐
小
六
年 

つ
ゆ
の
日
に
か
さ
を
わ
す
れ
て
も
ど
り
ゆ
く 

新
川
愛
葉 

朝
日
小
五
年
（
日
田
市
） 

ス
イ
カ
わ
り
わ
っ
て
食
べ
る
の
楽
し
み
だ 
高
野
心
陽 

祖
峰
小
三
年
（
竹
田
市
） 

台
風
で
も
お
仕
事
が
ん
ば
る
父
の
す
が
た 

田
口
恭
平 

宇
佐
小
五
年 

う
み
た
ま
ご
す
ず
し
エ
イ
の
目
か
わ
い
ら
し 

田
邉
ち
ひ
ろ 

駅
館
小
二
年 

は
じ
め
て
の
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
な
つ
や
す
み 

谷 
花
凛 

四
日
市
北
小
一
年 

雨
の
日
は
ど
こ
に
か
く
れ
る
庭
の
セ
ミ 

千
葉
あ
お
ば 

野
寺
小
四
年
（
新
座
市
） 

泣
き
な
が
ら
出
る
映
画
館
夏
休
み 

永
松
真
夕 

大
在
小
五
年
（
大
分
市
） 

か
ぶ
と
虫
ど
こ
だ
ど
こ
だ
と
さ
が
す
ひ
と 

中
村
菜
花 

安
心
院
小
四
年 

夏
終
わ
り
線
香
花
火
の
さ
み
し
さ
よ 

羽
賀
莉
央
那 

柳
ヶ
浦
小
五
年 

夏
祭
り
な
れ
な
い
ゆ
か
た
に
身
を
包
む 

牧
野
葉
月 

豊
川
小
四
年 

お
ぼ
ん
の
日
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
こ
わ
い
話 

三
ヶ
尻
み
ら
い 

柳
ヶ
浦
小
五
年 

夏
休
み
プ
ー
ル
が
ど
れ
も
小
さ
い
な 

矢
島
怜
旺 

大
在
小
四
年
（
大
分
市
） 

や
き
い
も
だ
す
ぐ
に
手
を
出
し
や
け
ど
す
る 

吉
用 

栞 

四
日
市
北
小
五
年 

 

【
中
学
生
以
下
の
部
・
佳
作
（
中
学
生
）】
二
十
六
句 

影
落
ち
て
見
渡
す
空
に
回
る
鷲 

東 

貫
太 

日
出
中
三
年
（
日
出
町
） 

夏
休
み
遠
く
の
町
に
旅
に
行
く 

足
立
悠
樹 

西
部
中
二
年 

 

外
に
出
て
打
ち
水
し
て
と
た
の
ま
れ
た 

有
永
慶
悟 

駅
川
中
二
年 

夏
野
菜
し
っ
か
り
育
ち
元
気
だ
な 

小
田
聖
菜 

西
部
中
一
年 

く
つ
し
た
の
日
焼
け
の
あ
と
が
思
い
出
だ 

小
野
凌
佑 

院
内
中
一
年 

水
田
に
満
月
煌
々
蛙
な
く 

賀
来
杏
衣 

福
岡
教
育
大
附
属
小
倉
中
二
年
（
宇
佐
市
） 

炎
昼
に
「
塩
分
チ
ャ
ー
ジ
」
が
し
み
わ
た
る 

加
藤
朋
佳 

高
田
中
三
年
（
豊
後
高
田
市
） 

夕
焼
け
に
満
た
さ
れ
て
い
る
夏
の
太
陽 

北
殿
萌
々 

本
耶
馬
渓
中
一
年
（
中
津
市
） 

夕
立
の
晴
れ
て
青
空
虹
の
橋 

熊
埜
御
堂
萌
衣 

北
部
中
二
年 

か
き
氷
ハ
イ
と
私
に
い
も
う
と
が 

黒
岩
文
音 

北
部
中
三
年 

つ
ゆ
の
時
期
あ
じ
さ
い
咲
く
よ
か
た
つ
む
り 

桑
原
未
羽 

本
耶
馬
渓
中
一
年
（
中
津
市
） 

新
緑
や
舞
台
は
高
き
清
水
寺 

河
野 

葵 

安
岐
中
三
年
（
国
東
市
） 

短
命
を
存
分
に
生
き
る
セ
ミ
の
君 

近
藤 

匠 

日
出
中
三
年
（
日
出
町
） 

こ
の
夏
に
命
と
だ
え
た
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん 

酒
井
一
真 

北
部
中
二
年 

注
文
は
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
や
け
た
肌 

須
子
知
美 

西
部
中
二
年 

炎
天
下
水
面
き
ら
め
く
プ
ー
ル
か
な 

髙
橋 

諒 

宇
佐
中
三
年 

桜
の
葉
風
に
揺
ら
れ
て
旅
へ
ゆ
く 

田
坂
太
輝 

日
出
中
三
年
（
日
出
町
） 

夏
休
み
何
か
始
め
て
み
た
く
な
る 

谷
川
蒼
士 

駅
川
中
三
年 

夏
の
夜
ぼ
く
の
星
座
を
見
つ
け
出
す 

谷
口
諒
成 

西
部
中
三
年 

新
学
期
親
し
き
友
は
別
ク
ラ
ス 

中
の
ぞ
み 

駅
川
中
二
年 

寄
り
そ
え
ば
君
を
照
ら
し
た
せ
ん
こ
う
花
火 

永
松
里
菜 

院
内
中
三
年 

久
々
の
祖
父
母
に
会
う
帰
省
の
日 

松
木
愛
莉 

宇
佐
中
二
年 

七
月
の
あ
な
た
と
行
っ
た
夏
ま
つ
り 

三
浦
由
愛 

北
部
中
二
年 

夏
祭
り
あ
な
た
が
い
な
い
違
和
感
が 

水
之
江
柚
輝 

駅
川
中
二
年 

帰
り
道
西
日
が
差
す
中
立
ち
話 

安
長
結
菜 

宇
佐
中
三
年 

ひ
ん
や
り
と
暑
さ
を
飛
ば
す
氷
水 

山
香
美
月 

宇
佐
中
一
年 
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